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研究成果の概要（和文）：われわれは、物を見たり、聞いたりするときに、それが何である

かを知覚するだけでなく、それらが自分にとって身近なものか、自然な物かを知らないう

ちに判断している。このとき感じる自然さというものは、コミュニケーションにとって重

要な要素である。われわれは、これまで、脳波成分 P3 に着目して、ヒトの感じる不自然

さが P3 非対称性に表れることを示した (Minami et al., 2009)。さらに、顔に敏感な N170

コンポーネントに着目し、顔色の不自然さによる脳波の変化を調べることにより、顔色の

不自然さ（青色顔画像）が N170 振幅を増大させることを示した。この結果は、顔の色も

顔の初期検出の際に使用していることを示唆している（後藤ら, 2009）。さらに、異種感覚

統合における不自然さを調べるために、聴覚-視覚 Cross-modal primiming において、聴

覚-視覚刺激の意味的一致および、視覚刺激の不自然さを調節したときの神経活動の様子を、

脳波により記録した。その結果、事象関連電位 (ERP) では、270-310ms 間の振幅に不自

然さおよび聴覚と視覚の結合の影響が見られた。またガンマ帯振動では聴覚-視覚刺激が意

味的一致しており、かつ不自然色の視覚刺激が呈示されたときに自然色刺激を呈示したと

きよりも大きな振動活性が見られた。この結果は、聴覚と視覚の異なる感覚入力において

不自然な視覚刺激が、両者の間により強い繋がりを持たせようとする高次認知処理の影響

を反映していることを示している (Yokota et al., 2009)。

研究成果の概要（英文）：This study examined the relationship between the ‘naturalness’
of a visual stimulus and the event-related potentials measured during an oddball task.
The study focused on asymmetry of the P3 amplitude during an oddball task or P3
asymmetry. Participants performed two visual oddball tasks using a pair of stimuli (A
and B): one in which A was the target stimulus and B was the standard stimulus and
vice versa. The stimuli consisted of natural–unnatural pairs of visual stimuli (e.g.
upright–inverted faces, possible–impossible human poses). As a result of comparing
the amplitudes of the target stimuli, P3 asymmetry was found in natural–unnatural
pairs; that is, their naturalness differentiated the target P3 amplitude: larger P3 to the
unnatural target than to the natural one. This study showed that P3 asymmetry
reflected unnaturalness and unfamiliarity of visual stimuli.
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１．研究開始当初の背景
私たち人間にとって、顔は個人の特定、感

情、意思の伝達の際に不可欠な重要な情報で
ある。特に、感性情報処理の観点からも、顔
刺激が人に与える影響を理解すること、すな
わち、人の脳における顔情報処理のメカニズ
ムの解明は重要である。近年、脳波研究で、
事象に関連した脳の電位変化である事象関
連電位（ERP: event-related potential) を用
いて、顔刺激に対して敏感に応答する脳活動
電位を指標に、人における顔認識処理を探ろ
うとする試みが活発に行われてる。

２．研究の目的
顔情報処理に関する成人を対象とした事

象関連電位研究においては、頭皮上で測定さ
れる P100（P1）、N170、P200（P2）といった
種々のコンポーネントの潜時や振幅が、倒立
顔、全体的な顔の変化、顔の構成パーツの変
更、コントラストの反転によって変化するこ
とが明らかにされている。特に、140ms から
200ms の間で人間の頭皮上の後側頭におい
て惹起する N170 は、顔刺激に対して敏感に
応答を示す陰性電位として解釈されている。
この N170 は顔の符号化の段階を反映してい
ると考えられており、顔刺激で大きい振幅、
目だけの刺激ではより大きい振幅となり、顔
以外の物体に対しては小さい振幅となるか、
あるいは見られない。
このように、顔処理に関連する神経システ

ムの構造と機能的特徴を調べるために多く
の研究がされているが、顔の形状変化（倒立
顔、顔の輪郭の有無、顔のパーツ配置等）と
N170 に着目したものがほとんどである。形
状情報に加えて顔の色情報も、顔を特徴付け
る重要な情報である。そこで、本研究では顔
に敏感な N170 コンポーネントに着目し、顔
色の不自然さによる脳波の変化を調べるこ
とにより、顔色が顔情報処理にどのような影
響を与えるのかについて検討をおこなった。

３．研究の方法
実験では、図１に示すような自然色顔画像、

青色顔画像、それらの位相ランダム画像をそ
れぞれ 10 枚、1～3 枚のサルの顔画像、合わ
せて 41 枚～43 枚の刺激呈示を 1 ブロック
とし、5 ブロック繰り返された。

４．研究成果

図２に顔処理に深い関係があるとされる
N170 成分が観測される後側頭部の被験者平
均結果を示す。刺激呈示後 170ms 付近で、ラ
ンダム位相画像よりも顔画像で大きな陰性
電位が確認でき、この結果は、170 が観測さ
れると 2 振幅はランダム位相画像が、顔画
像よりも大きいことがわかる。
N170 は顔の初期検出の指標ではないかと

いわれていることから、本研究における、青
色顔画像における N170 振幅の増大は、顔の
色も顔の初期検出の際に使用していること、
そのために、顔認知処理をする際に通常の顔
の色でないことから、処理が難しくなってい
ることを示唆している。
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図１：実験刺激Ａと呈示方法Ｂ
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